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2さが市議会だより第 95号（令和 8年 6月定例会）

令和８年６月定例会の概要
会　　　　　期　　6月８日から6月30日まで
議 決 し た 案 件　　補正予算案4件、条例案8件、その他10件、意見書2件、決議2件

合計２６件
補正予算の総額　　約１億5,436万円
　　　　　　　　（補正後の予算総額は約1,199億5,436万円。前年度同期に比べ4.1％の増）

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の

◎
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

　
臨
時
交
付
金
事
業

☆
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進
事
業
ほ
か

４
１
３
０
万
円

・
海
外
か
ら
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の
観
光
商

品
の
造
成
、
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
、
バ
ル
ー
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
多
言
語
化
に
要
す
る
経
費

★
は
新
規
事
業
、
☆
は
継
続
で
す
。

☆
有
料
指
定
袋
事
業　
　
　
　
　
　
　
４
６
５
０
万
円

・
原
材
料
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
有
料
指
定
ご
み

袋
の
調
達
に
要
す
る
経
費

★
子
育
て
共
助
推
進
事
業　
　
　
　
　

２
０
８
０
万
円

・
子
育
て
を
安
心
し
て
頼
り
合
え
る
共
助
の
仕
組
み
づ

く
り
に
要
す
る
経
費

経
済
部

　
★
中
小
企
業
緊
急
支
援
事
業　

３
４
０
０
万
円

都
市
戦
略
部

　
☆
路
線
バ
ス
燃
料
油
価
格
高
騰
特
別
支
援
事
業

６
９
１
万
円

保
健
福
祉
部

　
☆
高
齢
者
等
・
非
課
税
世
帯
生
活
支
援
金

　
　
支
給
事
業　
　
　
　
　
　
　

 

７
６
９
８
万
円

こ
ど
も
未
来
部

　
☆
物
価
高
騰
対
応
新
生
児
子
育
て
応
援
手
当

　
　
支
給
事
業　
　
　
　
　
　
　

 

２
３
７
６
万
円

★
県
立
大
学
周
辺
道
路
・
公
園
整
備
事
業６

６
２
０
万
円

・
佐
賀
駅
と
大
学
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路
の
歩
行
空
間

整
備
お
よ
び
大
溝
公
園
の
再
整
備
に
要
す
る
経
費

☆
次
世
代
交
通
実
証
事
業

１
億
４
８
７
３
万
円

・
自
動
運
転
バ
ス
の
社
会
実
装
を
見
据
え
た
実
証
運
行

お
よ
び
車
両
導
入
の
補
助
に
要
す
る
経
費

経
済
部

環
境
部

こ
ど
も
未
来
部

都
市
戦
略
部
・
建
設
部

都
市
戦
略
部

佐賀市HP
「令和 8年度 6月補正予算（案）の概要」

佐賀市HP
「令和 8年度 6月追加補正予算（案）の概要」

詳しくは、こちら➡ 詳しくは、こちら➡
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3 さが市議会だより第 95号（令和 8年 6月定例会）

討論は動画配信
でご覧ください。

討論とは、議案などの案件について、採決前に賛成または反対の立場から、その理由を
述べて意見を表明することです。

議案等の審議結果議案等の審議結果

水色で着色し議案番号を○で囲んだ議案等は、賛否が分かれたものです。下記に詳細を掲載しています。

賛否が分かれた議案等の採決結果
賛成：○　　反対：●　　退席：退　　欠席：欠

市…市民共同、共…日本共産党、S…STEP-UP FOR SAGA、参…参政党
（松永幹哉議員は議長のため、採決に加わっていません。）

会派等 自民さが 自民市政会 ネットワーク佐賀 公明党 自民清流 市 共 S 参

氏　名

川
副
龍
之
介

宮
﨑
　
　
健

西
岡
　
義
広

江
頭
　
弘
美

千
綿
　
正
明

江
原
　
新
子

川
﨑
　
健
二

稲
葉
　
嵩
広

中
尾
　
和
幸

山
口
　
弘
展

諸
冨
八
千
代

黒
田
　
利
人

重
田
　
音
彦

永
渕
　
史
孝

藤
井
　
英
貴

岡
山
　
香
織

山
崎
　
　
純

山
田
宏
一
郎

山
田
誠
一
郎

藤
田
　
佳
典

德
永
　
文
子

草
場
　
健
次

江
口
由
里
子

村
岡
　
　
卓

中
島
　
妙
子

野
中
　
宣
明

吉
川
　
正
剛

平
原
　
嘉
德

重
松
　
　
徹

西
岡
　
真
一

御
厨
　
洋
行

山
下
　
明
子

山
本
　
　
愛

南
里
　
朱
美

山
下
　
勝
也

第 58 号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
決議１ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議案番号 議　　案　　名 概　　要　　等 結果
42 令和８年度一般会計補正予算（第１号） 補正額 △１億８,252 万円

可決

43 令和８年度工業用水道事業会計補正予算（第１号）

44 工場立地法準則条例
企業立地を推進し産業の振興につなげるため、工場等の
敷地面積に対して確保すべき緑地および環境施設の面積
割合等に係る基準を緩和する

45 行政手続条例の改正
行政手続法の一部改正に伴い、不利益処分前に聴聞また
は弁明の機会に係る通知を行う場合に、通知の名宛人の
所在が不明なときの公示方法を見直す

46 工場等立地奨励条例の改正
佐賀県企業立地の促進に関する条例の廃止に伴い、企業
が工場等の新設または増設により取得した固定資産に対
する固定資産税等の区分を見直す

47 公民館条例の改正 諸富町公民館の改築に伴い、公民館の位置について定める

48 富士しゃくなげ湖水上競技場条例の改正
スポーツの振興および中山間地域の振興を図るため、富
士しゃくなげ湖水上競技場において指定管理者による管
理を行うことができるようにするとともに、艇庫使用料
の改正等を行う

49 自動車運送事業の設置等に関する条例等の改正 地方自治法の一部改正に伴い、引用している条項を変更
する

50 市道路線の廃止 下渕西線
51 市道路線の認定 下渕西線ほか５本
52 本庁舎（南棟）外壁改修外工事請負契約の一部変更 契約金額を 3,232 万円増額
53 久保田保健センター改修（建築）工事請負契約の一部変更 契約金額を 476 万円増額
54 財産の取得 移動式破砕機１台
55 財産の取得 小中学校児童生徒用パソコン 16,256 台

56 損害賠償の額の決定および和解
地下式防火水槽が埋設されている土地の賃貸借契約の相
手方に対し、契約期間満了に伴う原状回復義務について、
当該義務の履行が不能となったことに対し、損害賠償額
を決定し和解する

57 専決処分（市税条例の改正） 地方税法の一部改正に伴い、軽自動車税の環境性能割の
廃止等を行う

承認
58 専決処分（国民健康保険税条例等の改正）

地方税法施行令の一部改正に伴い、国民健康保険税の課
税限度額の引き上げや、子ども・子育て支援納付金課税
限度額の新設等の改正を行う

59 消防団員等公務災害補償条例の改正
非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の
一部改正に伴い、公務等により死亡した場合における葬
祭補償の額を改定する

可決60 令和８年度一般会計補正予算（第２号） 補正額 3 億 3,688 万円
61 令和８年度自動車運送事業会計補正予算（第１号）

62 中小企業振興資金融資条例の改正
中小企業者等を支援するため、令和８年８月１日から令
和９年３月３１日までの間に貸し付けの申込みのあった
小口資金の貸付限度額を引き上げる

63 固定資産評価員の選任 石丸 登士子 氏 同意
意見書２ 地方財政の充実・強化に関する意見書　案

可決意見書３ 教育・保育施設に係る公定価格の地域区分の見直しに関する意見書　案
決議１ 第 42 号議案　令和 8 年度佐賀市一般会計補正予算（第 1 号）（教育環境委員会付託分）に対する附帯決議　案
決議２ 第 60 号議案　令和 8 年度佐賀市一般会計補正予算（第 2 号）（産業建設委員会付託分）に対する附帯決議　案
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4さが市議会だより第 95号（令和 8年 6月定例会）補

議 案 等 質 疑

大
溝
公
園
再
整
備
事
業

県
立
大
学
周
辺
道
路
整
備
事
業

子
育
て
共
助
推
進
事
業

次
世
代
交
通
実
証
事
業

Q
再
整
備
の
内
容
と
樹
木
の
伐
採
、フ
ェ

ン
ス
撤
去
後
の
安
全
対
策
は
。

A
県
立
大
学
開
学
を
見
据
え
、
芝
生
広

場
や
あ
ず
ま
や
、
遊
具
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ

ー
ル
な
ど
を
整
備
し
、
地
域
住
民
と
若
者

が
快
適
に
利
用
で
き
る
公
園
を
目
指
す
。

今
年
度
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
地
域

や
利
用
者
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
詳
細
設

計
を
進
め
る
。
樹
木
は
一
律
に
伐
採
す
る

の
で
は
な
く
、
景
観
や
木
陰
、
防
犯
性
、

維
持
管
理
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
植

え
替
え
も
含
め
検
討
す
る
。
ま
た
、
飛
び

出
し
防
止
柵
や
車
止
め
、
遊
具
周
辺
の
フ

ェ
ン
ス
設
置
な
ど
、
安
全
性
と
開
放
感
の

両
立
を
図
る
。

Q
県
立
大
学
開
学
に
向
け
た
道
路
整
備

区
間
の
考
え
方
は
。ま
た
、地
域
で
は
生
活

道
路
へ
の
通
過
交
通
や
一
方
通
行
規
制
に

対
す
る
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、安

全
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

A
今
回
の
整
備
は
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
ス
ト
リ

ー
ト
か
ら
県
立
大
学
や
大
溝
公
園
へ
安
全

に
歩
行
者
を
誘
導
す
る
た
め
の
ア
ク
セ
ス

道
路
を
対
象
と
し
て
お
り
、
大
学
開
学
後

の
交
通
状
況
も
検
証
し
な
が
ら
必
要
な
対

策
を
講
じ
る
。
生
活
道
路
へ
の
抜
け
道
利

用
は
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
警
察
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
、
速
度
抑
制
や
カ
ラ

ー
舗
装
、
交
差
点
改
良
な
ど
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
の
対
策
を
地
域
住
民
の
意
見
も

踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て
、
安
全
な
交
通
環

境
の
確
保
に
取
り
組
む
。

Q
有
償
実
証
運
行
の
内
容
や
期
待
さ
れ

る
効
果
は
。

A
本
年
の
11
月
か
ら
12
月
に
有
償
実
証
運

行
を
実
施
し
、
利
用
状
況
や
運
行
デ
ー
タ

を
検
証
し
な
が
ら
令
和
9
年
度
の
レ
ベ
ル

4
実
装
を
目
指
す
。
将
来
的
に
は
運
転
士

不
足
へ
の
対
応
や
公
共
交
通
の
維
持
に
つ

な
げ
た
い
。

Q
安
全
性
や
収
支
の
見
通
し
、国
産
車
両

を
採
用
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
伺

う
。

A
導
入
車
両
は
国
の
安
全
基
準
に
適
合
し

た
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
こ
れ
ま
で
の
実

証
運
行
で
も
使
用
実
績
が
あ
る
。
導
入
し

た
場
合
の
収
支
は
年
間
約
1
千
万
円
の
マ

イ
ナ
ス
を
見
込
む
が
、
広
告
収
入
や
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
、
視
察
受
け
入
れ
な
ど

新
た
な
財
源
確
保
に
も
取
り
組
み
、
持
続

可
能
な
公
共
交
通
の
実
現
を
目
指
す
。

Q
既
存
の
類
似
事
業
と
の
違
い
や
新
た

な
事
業
を
実
施
す
る
理
由
は
。ま
た
、専
用

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
支
援
の
仕
組
み
や
安

全
性
、事
業
効
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

A
既
存
の
サ
ポ
ー
ト
マ
マ
事
業
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
継
続
し
な
が
ら
、

急
な
預
か
り
や
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り

な
ど
、
既
存
制
度
で
は
対
応
し
に
く
い
部

分
を
補
完
的
に
支
え
る
。
交
流
イ
ベ
ン
ト

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
を
通
じ
て
顔

の
見
え
る
関
係
を
築
き
、
専
用
ア
プ
リ
で

日
常
の
頼
り
合
い
に
つ
な
げ
る
。
保
険
加

入
な
ど
安
全
面
に
も
配
慮
し
、
利
用
実
績

だ
け
で
な
く
、
孤
立
感
の
軽
減
や
相
談
・

支
援
に
つ
な
が
っ
た
か
な
ど
定
量
・
定
性

の
両
面
か
ら
事
業
効
果
を
検
証
す
る
。

樹
木
の
伐
採
計
画
、
防
犯
、

安
全
へ
の
配
慮
は

生
活
道
路
の
安
全
確
保
を

ど
う
進
め
る
の
か

自
動
運
転
バ
ス
、
期
待
さ
れ

る
効
果
は

既
存
の
支
援
事
業
と
の
違
い
は

補

補

補

補

Q A
議案等質疑とは、議案等について、提出者（執行部）
に不明点や疑問点を聞き、説明や所見を求めるもの
です。

は「令和８年度補正予算」です。

大溝公園入口の様子

自動運転バス実証運行時の様子

令
和
８
年
６
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
の

審
査
報
告　
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動
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補正予算案に関する附帯決議

6月30日(閉会日)、市長に附帯決議を提出

子育て共助推進事業 次世代交通実証事業

　令和８年６月定例会に提出された補正予算案のうち、次の２事業に
対し、特に改善や留意を要すると判断し、意見や提言を決議として付
しました。この附帯決議は、議会全体の意思として、事業運営に反映
することを求めており、市が極めて重く受け止めるべきものです。

事業の実施にあたり、以下の事項についての対
応を求める。
⑴事業の重複による非効率な運営や利用者の混

乱を招くことがないよう、既存のファミリー
サポート事業やサポートママ事業、なかまほ
いくと事業の役割分担を整理した上で実施す
ること。

⑵事業の実効性を担保するため、単なる人材登
録に終わることがないよう、実際の支援活動
を担う人材の発掘・育成に向けた具体的かつ
実効性のある仕組みを構築すること。

⑶事業実施に当たっては、市内の事業所や子育
て支援団体との連携を十分に図ること。

⑷事業の実施状況について、適時議会へ報告を
行うこと。

事業の実施にあたり、以下の事項についての対
応を求める。
⑴自動運転バスの運行に当たっては、安全性の

確保を最優先とし、実証運行における検証結
果や事故防止対策、緊急時対応体制等につい
て十分な検証を行うとともに、市民に対し分
かりやすい情報提供に努めること。

⑵本事業の推進にあたっては、収支均衡を図る
ため、財源確保に努めること。

⑶自動運転バスの複数台導入による経費削減額
等を算定し、スケールメリットによる支出抑
制に努めること。

⑷事業の検討状況、検討結果について、適時議
会へ報告を行うこと。

詳細は、
   P7  教育環境委員会

詳細は、
   P7  産業建設委員会

可決された意見書
市議会では、国会または関係行政庁に意見書を提出することで、議会としての意思を表明し
ます。６月定例会では、２件の意見書が全会一致で可決されました。

※意見書の全文は、こちらからご覧いただけます➡

意見書第２号 地方財政の充実・強化に関する意見書　案

意見書第３号 教育・保育施設に係る公定価格の地域区分の見直しに関する意見書　案

Ｒ 8補正予算 Ｒ 8補正予算

令
和
８
年
６
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
の

審
査
報
告　
　

委
員
会　
　
　

活
動
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
報
告
会
開
催
報
告



6さが市議会だより第 95号（令和 8年 6月定例会）は「令和８年度補正予算」です。補

総
務
委
員
会

福
祉
生
活
委
員
会

前回の専用窓口の様子

富士しゃくなげ湖水上競技場

富
士
し
ゃ
く
な
げ
湖
水
上

競
技
場
条
例
の
改
正

高
齢
者
等
・
非
課
税
世
帯

生
活
支
援
金
支
給
事
業

〔
質
問
〕
競
技
優
先
か
ら
多
目
的
利
用
に

よ
る
中
山
間
地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
拠

点
と
し
て
、施
設
を
活
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
よ
う
だ
が
、今
後
は
、湖
面
利
用
に
限

ら
ず
、ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
や
駐
車
場
だ
け
で

も
利
用
で
き
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
駐
車
場
で
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

出
店
の
ほ
か
、
ダ
ム
堤
体
内
の
見
学
ツ

ア
ー
な
ど
の
利
用
が
可
能
と
考
え
て
い

る
。
指
定
管
理
者
に
自
主
事
業
と
し
て
企

画
し
、
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

〔
質
問
〕
天
候
急
変
時
な
ど
の
緊
急
時
、避

難
勧
告
や
指
示
等
さ
ま
ざ
ま
な
判
断
が
必

要
だ
と
思
う
が
、そ
の
よ
う
な
時
の
市
と

の
連
携
、市
が
強
制
力
を
も
っ
て
指
示
で

き
る
の
か
な
ど
、ど
う
い
う
体
制
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
緊
急
時
の
対
応
と
し
て
、
嘉
瀬

川
ダ
ム
管
理
支
所
が
防
災
体
制
に
入
れ

ば
、
湖
面
利
用
が
中
止
と
な
る
。

　
ま
た
、
雷
が
近
づ
く
状
況
で
は
、
基
本

的
に
避
難
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
取
り
決
め
も
あ
る
。
市
と
し
て
利
用

者
に
指
導
す
る
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者

に
も
伝
え
た
上
で
適
切
に
対
処
し
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
高
齢
者
等
・非
課
税
世
帯
の
方
が

生
活
支
援
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
各
自

で
申
請
が
必
要
か
。

〔
答
弁
〕
生
活
支
援
金
支
給
対
象
者
の
う

ち
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
公
金
受
取
口
座
を

登
録
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
支
給
に

関
す
る
通
知
を
し
た
上
で
公
金
受
取
口
座

に
振
り
込
む
。
口
座
を
登
録
し
て
い
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
に
関
す
る
お
知

ら
せ
を
送
付
し
、
必
要
事
項
を
記
入
後
に

返
送
い
た
だ
き
、
内
容
を
確
認
し
て
、
振

り
込
む
手
続
き
と
な
る
。

〔
質
問
〕
前
回
と
比
べ
て
給
付
費
に
対
す

る
事
務
費
の
割
合
が
高
い
よ
う
に
思
う

が
、そ
の
要
因
は
。

〔
答
弁
〕
支
援
金
支
給
対
象
件
数
が
多
け

れ
ば
、
給
付
費
が
大
き
く
な
り
、
事
務
費

の
割
合
が
低
く
な
る
。
今
回
の
支
給
対
象

件
数
は
、
７
７
０
０
件
と
前
回
よ
り
も
少

な
い
た
め
、
給
付
費
が
小
さ
く
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
前
回
同
様
に
専
用
窓
口
の

設
置
等
に
か
か
る
委
託
料
は
支
給
対
象
件

数
に
関
わ
ら
ず
発
生
す
る
た
め
、
前
回
と

比
べ
て
事
務
費
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

委員会で審査した議案
●一般会計補正予算（第 1 号）（所管分）
●一般会計補正予算（第 2 号）（所管分）
●行政手続条例の改正
●公民館条例の改正
●富士しゃくなげ湖水上競技場条例の改正
●消防団員等公務災害補償条例の改正
●本庁舎（南棟）外壁改修外工事請負契約の

一部変更
●損害賠償の額の決定および和解

は「条例」、

条

補

条

常任委員会の審査報告

委員会で審査した議案
●一般会計補正予算（第 1 号）（所管分）
●一般会計補正予算（第 2 号）（所管分）
●専決処分（市税条例の改正）
●専決処分（国民健康保険税条例等の改正）

令
和
８
年
６
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
の

審
査
報
告　
　

委
員
会　
　
　

活
動
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
報
告
会
開
催
報
告



7 さが市議会だより第 95号（令和 8年 6月定例会） は「令和８年度補正予算」です。補

委員会で審査した議案
●一般会計補正予算（第 1 号）（所管分）
●一般会計補正予算（第 2 号）（所管分）
●久保田保健センター改修（建築）工事請

負契約の一部変更
●財産の取得

思いやりをシェア。つながる、広がる、ホッとする。
みんなでこどもを育てるまちへ

自動運転バス実証運行時の様子

子
育
て
共
助
推
進
事
業

次
世
代
交
通
実
証
事
業

〔
質
問
〕
子
育
て
当
事
者
同
士
を
つ
な
ぐ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
発
掘
、育
成
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、登
録
者
数
を
３
年
間
で

90
名
と
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
策
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
目
標
数
は
先
行
自
治
体
を
参
考

に
設
定
し
た
。現
在
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
の
提
供
会
員
も
含
め
、
子
育
て
支
援

サ
ー
ク
ル
や
団
体
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
、

ま
た
母
子
保
健
推
進
員
等
、
広
く
声
か
け

し
て
い
き
た
い
。

〔
質
問
〕
専
用
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
理
由

は
。

〔
答
弁
〕グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、

子
育
て
情
報
や
譲
り
合
い
の
情
報
な
ど
、

子
育
て
共
助
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
見
え

る
化
し
、
共
助
の
仕
組
み
を
ア
プ
リ
上
で

展
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

〔
質
問
〕
こ
の
事
業
を
本
市
で
取
り
組
み

た
い
と
考
え
た
理
由
は
。

〔
答
弁
〕
先
行
事
例
で
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
数

は
多
く
は
な
い
も
の
の
、
実
際
の
共
助
に

つ
な
が
っ
た
良
い
事
例
と
考
え
た
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
頼
る
と
こ
ろ
が
あ
る
、
頼

れ
る
人
が
い
る
、
そ
う
い
う
安
心
感
が
、

子
育
て
へ
の
大
き
な
不
安
や
負
担
感
を
減

ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
第
42
号
議
案

の
子
育
て
共
助
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

附
帯
決
議
を
付
す
こ
と
を
賛
成
多
数
で
決

定
。

〔
質
問
〕
他
の
自
治
体
が
自
動
運
転
バ
ス

か
ら
撤
退
し
て
い
る
中
、
本
市
が
先
行
し

て
行
う
理
由
は
。

〔
答
弁
〕
今
年
度
、
国
の
補
助
要
件
が
厳

格
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
実
証
の
経
験

が
浅
い
自
治
体
な
ど
は
、
一
旦
実
施
を
見

合
わ
せ
た
所
も
あ
る
。本
市
に
お
い
て
は
、

令
和
５
年
度
か
ら
実
証
を
積
み
上
げ
て
き

て
お
り
、
令
和
９
年
度
中
の
レ
ベ
ル
４
実

装
を
見
据
え
る
こ
と
が
で
き
る
段
階
に
き

て
い
る
。
将
来
的
な
運
転
士
不
足
に
対
応

す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
自
動

運
転
と
い
う
選
択
肢
を
準
備
し
て
お
く
こ

と
は
必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

〔
質
問
〕
他
の
自
治
体
で
も
、
同
様
の
事

業
を
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
技

術
的
な
成
熟
を
待
っ
て
、
本
市
で
実
施
す

る
ほ
う
が
コ
ス
ト
的
に
も
有
利
で
は
な
い

か
。

〔
答
弁
〕
成
熟
し
た
技
術
を
使
う
こ
と
に

よ
る
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
は
想
定
さ
れ
る

が
、
現
場
へ
の
適
用
に
は
時
間
を
要
す
る

た
め
、
す
ぐ
に
自
動
運
転
を
行
う
こ
と
は

難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

〔
質
問
〕
こ
の
事
業
が
成
功
し
た
場
合
、

他
の
路
線
、
例
え
ば
「
ゆ
め
タ
ウ
ン
」
線

な
ど
へ
の
導
入
は
考
え
て
い
る
か
。

〔
答
弁
〕
ま
ず
、
本
路
線
で
運
行
の
モ
デ

ル
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
採
算
性
や
導
入
の
し
や
す
さ
な

ど
で
判
断
し
て
い
き
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
第
60
号
議
案

の
次
世
代
交
通
実
証
事
業
に
つ
い
て
は
、

附
帯
決
議
を
付
す
こ
と
を
全
会
一
致
で
決

定
。

補

補

教
育
環
境
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

常任委員会では、本会議から付託された議案や請願などについて審査を行っています。
６月定例会での各委員会の主な審査内容を紹介します。

委員会で審査した議案
●一般会計補正予算（第 1 号）（所管分）
●一般会計補正予算（第 2 号）（所管分）
●工業用水道事業会計補正予算（第 1 号）
●自動車運送事業会計補正予算（第 1 号）
●工場立地法準則条例
●工場等立地奨励条例の改正
●自動車運送事業の設置等に関する条例等

の改正
●中小企業振興資金融資条例の改正
●市道路線の廃止
●市道路線の認定

令
和
８
年
６
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
の

審
査
報
告　
　

委
員
会　
　
　

活
動
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
報
告
会
開
催
報
告



8さが市議会だより第 95号（令和 8年 6月定例会）

「市政 ここが 聞きたい」
一般質問とは 議員が執行機関に対し、市政運営全般に対して行う質問です。
質  問  内  容 議案とは関係なく議員が決めて、事前に通告しています。
発  言  時  間 質問と答弁を合わせて、一人 60分です。

一般質問

1 野中 宣明
（公明党）

〇高齢者等世帯に対するごみ出し支援について

▶ 将来の佐賀市のまちづくりについて

2 岡山 香織
（自民市政会）

〇市民の健康増進について

▶ 地域の安全・安心を守る水害対策について

3 德永 文子
（ネットワーク佐賀）

〇学校給食について

▶ 大規模改修中の市立図書館の運営について

4 重松　 徹
（自民清流）

〇「32 の地域力がつくるこれからの佐賀市」
まちづくり協議会について

5 草場 健次
（ネットワーク佐賀）

〇物価高騰及び石油由来製品の供給不安に
　対する市の対応について

6 山本　 愛
（日本共産党）

〇予防医療の推進と健康格差の解消について

7 宮﨑　 健
（自民さが）

〇文化財保護について
▶ 松原川について
▶ 第 55 回佐賀城下栄の国まつりについて

8 山田 宏一郎
（自民市政会）

〇有明海沿岸の堤防及び周辺環境の整備に
　ついて

9 江口 由里子
（ネットワーク佐賀）

〇学校給食について

10 山田 誠一郎
（ネットワーク佐賀）

〇佐賀市のごみについて
▶ 佐賀市在住外国人との共生について
▶ 佐賀市職員の働きやすい職場環境及び電話・

窓口対応について

11 中尾 和幸
（自民さが）

〇漁港における漂着ごみについて

12 藤田 佳典
（ネットワーク佐賀）

〇防犯カメラの設置について
▶ 消防水利の維持管理について
▶ 情報セキュリティ体制について

13 藤井 英貴
（自民市政会）

〇知的財産とブランディングについて
▶ 2026 佐賀インターナショナルバルーン

フェスタについて

14 南里 朱美
（STEP-UP FOR SAGA）

〇包括的性教育について

▶ 児童・生徒の心の健康管理について

15 山口 弘展
（自民市政会）

〇ナフサ調達難に伴う公共工事への影響について
▶ 市街化調整区域における建築制限と課題に

ついて
▶ 定年前退職者の推移とその要因、対応策等

について

16 千綿 正明
（自民さが）

〇小・中学校の平和教育について
▶ 生成ＡＩの進歩による佐賀市への影響と
　対策について
▶ 佐賀市の職員採用について

17 諸冨 八千代
（自民市政会）

〇ひとり親家庭の支援について

▶ 本市のＤＸ推進について

18 山下 勝也
（参政党）

〇交通事故・交通違反の現状と今後について

▶ 特別支援学級について

19 中島 妙子
（公明党）

〇若者に対する支援について
▶ マイボトル等を利用できる給水スポットの

設置について

20 西岡 真一
（自民清流）

〇農業用ため池について

21 稲葉 嵩広
（自民さが）

〇さが桜マラソン 2026 の振り返りについて
▶ 上下水道の管路管理について
▶ 保育士の確保・定着支援について
▶ 本市のナイトタイムエコノミーについて

22 川﨑 健二
（自民さが）

〇佐賀市のごみの収集と処理について
▶ 佐賀市学校教育ビジョンについて
▶ 河川整備と水害対策について

23 御厨 洋行
（自民清流）

〇神野公園再整備及び周辺エリアとの連携に
ついて

▶ 公民館の広報について

24 山下 明子
（市民共同）

〇佐賀市立図書館の大規模改修工事期間における
図書館サービスの確保策について

▶ ナフサ不足など中東情勢による市民・事業
者への影響の認識と市の支援策は

▶ こども性暴力防止法 ( 日本版ＤＢＳ ) の
12 月 25 日施行に向けての対応を問う

25 吉川 正剛
（公明党）

〇避難行動要支援者支援事業について

▶「救命の連鎖」について

26 村岡　卓
（公明党）

〇不登校対策について

▶ 居住支援について

27 平原 嘉德
（自民清流）

〇巨石パークの現状と今後の活性化について
▶ 本市の教員不足について
▶ 佐賀の七賢人・大木喬任の歴史的偉業と
　後世への伝承について

28 山崎　純
（自民市政会）

〇災害時における避難情報へのアクセス確保
について

29 黒田 利人
（自民市政会）

〇島義勇公の功績をたたえる施策について

▶ 坂井副市長に問う

番号は質問順、（　）内は会派等、掲載は大項目のみです。
〇がついている項目は、次ページ以降に詳細を掲載しています。
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定
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の
概
要

議
案
等
質
疑

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
の

審
査
報
告　
　

委
員
会　
　
　

活
動
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
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会
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催
報
告



9 さが市議会だより第 95号（令和 8年 6月定例会）

ごみ出し困難な世帯へ新たな支援を （公明党）

野
の

中
なか

  宣
のぶあき

明 1

市の行政職に「歯科衛生士」採用を！ （自民市政会）

岡
おかやま

山 香
か

織
おり 2

すべての学校で給食の質の維持を！ （ネットワーク佐賀）

德
とくなが

永 文
ふみ

子
こ 3

まちづくり協議会、今後の課題は （自民清流）

重
しげまつ

松  徹
とおる 4

問　
ご
み
出
し
が
困
難
な
高
齢
者
等

世
帯
に
対
す
る
新
た
な
支
援
と
し
て

の
「
戸
別
収
集
」
に
向
け
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

課
題
に
対
す
る
関
係
部
署
間
の
連
携

や
、
実
施
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

感
を
含
め
た
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　
ご
み
出
し
支
援
事
業
の
実
施

に
は
、
収
集
体
制
や
対
象
者
の
要

件
に
加
え
、
安
否
確
認
の
在
り
方

や
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
式
の
集
合
住
宅

に
お
け
る
収
集
方
法
な
ど
検
討
す

べ
き
課
題
が
あ
る
が
、
高
齢
化
の

進
展
に
伴
い
、
ご
み
出
し
に
困
難

を
抱
え
る
高
齢
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
ご
み
出
し
支
援
事

業
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
引
き

続
き
関
係
部
署
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
課
題
の
整
理
検
討
を
進
め
、

で
き
る
だ
け
早
期
の
事
業
実
施
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

忙しい今こそ、歯周病予防を！

老朽化により傾きかけている
検収室

地域づくり交流会・まち協
情報交換会の様子

ごみ出しが困難な高齢者等の
ための「戸別収集」を！

問　
市
の
母
子
・
成
人
・
高
齢
者
へ

の
口
腔
ケ
ア
支
援
は
現
在
、
委
託
に

頼
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
民
の
健

康
寿
命
延
伸
と
医
療
費
抑
制
に
は
一

貫
し
た
対
策
が
不
可
欠
で
あ
る
。
市

独
自
の
公
衆
衛
生
を
強
化
し
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
う
た
め
に
、
行

政
職
へ
の
「
歯
科
衛
生
士
」
採
用
を

求
め
る
。

答
　
フ
ッ
化
物
洗
口
の
推
進
や
歯

周
病
検
診
の
周
知
、
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
予
防
の
普
及
啓
発
と
い
っ

た
本
市
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
歯
科
保
健
事
業
に
つ

い
て
は
、
佐
賀
市
歯
科
医
師
会
や

佐
賀
県
歯
科
衛
生
士
会
と
連
携
し

な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
一
方
で

家
庭
環
境
や
食
生
活
な
ど
、
生
活

習
慣
が
口
腔
の
健
康
に
与
え
る
影

響
は
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
多

職
種
連
携
に
よ
る
支
援
の
充
実
が

求
め
ら
れ
る
状
況
も
あ
る
。
歯
科

衛
生
士
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
任

用
形
態
や
専
門
性
を
生
か
し
た
多

職
種
連
携
な
ど
に
つ
い
て
、
必
要

性
も
含
め
て
研
究
し
た
い
。

問　
①
適
正
な
調
理
員
の
人
員
体
制

と
、
技
能
や
安
全
管
理
に
つ
い
て
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
が
設
け
ら
れ

て
い
る
か
②
給
食
施
設
の
老
朽
化
対

策
や
パ
ン
ト
リ
ー
の
空
調
整
備
の
設

置
検
討
な
ど
、
設
備
の
更
新
や
施
設

の
改
修
を
計
画
的
に
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
　
①
調
理
員
に
急
な
休
暇
等
が

生
じ
た
場
合
に
は
代
替
の
調
理
員

を
配
置
す
る
な
ど
、
給
食
提
供
に

支
障
が
出
な
い
対
応
が
で
き
る
体

制
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
安
全

性
の
確
保
と
調
理
技
術
の
向
上
を

図
る
た
め
、
講
習
会
等
を
実
施
し
、

資
質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
②

設
備
の
更
新
や
施
設
の
改
修
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
の
状
況
や
安
全

性
、
給
食
提
供
へ
の
影
響
等
を
踏

ま
え
、
緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し
な

が
ら
進
め
て
い
る
。
今
後
も
安
全
、

安
心
な
学
校
給
食
を
安
定
的
に
提

供
で
き
る
よ
う
、
施
設
や
設
備
の

適
切
な
維
持
管
理
と
必
要
な
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
「
ま
ち
協
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
市

民
と
議
員
と
の
意
見
交
換
会
で
、
市

民
よ
り
「
ま
ち
協
」
は
地
域
ご
と
で

あ
り
、
そ
の
活
動
が
「
ま
ち
協
」
間

で
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
設
立
15
周
年
を
記

念
し
、
各
校
区
の
好
事
例
を
集
め
た

「
活
動
事
例
集
」
を
作
成
し
周
知
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
　
本
市
で
は
毎
年
「
ま
ち
協
」

や
市
民
活
動
団
体
、
企
業
、
大
学

な
ど
が
交
流
を
行
う
「
地
域
づ
く

り
交
流
会
」
を
開
催
し
、
そ
の
際

に
活
動
事
例
を
紹
介
す
る
冊
子
を

作
製
、
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、

各
校
区
の
悩
み
や
取
り
組
み
内
容

を
共
有
す
る
「
ま
ち
協
情
報
交
換

会
」
を
開
催
し
て
お
り
、
こ
こ
で

の
発
表
事
例
を
ま
と
め
た
事
例
集

も
各
「
ま
ち
協
」
へ
配
布
し
て
い

る
。
こ
の
他
、
活
動
内
容
な
ど
を

ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
市
の
施
設
に
設
置
し
て
い
る
。

議
員
提
案
の
活
動
事
例
集
に
つ
い

て
も
、
作
成
を
進
め
て
い
き
た
い
。

令
和
８
年
６
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
の

審
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報
告　
　

委
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活
動
リ
ポ
ー
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般
質
問

議
会
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会
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物価高騰と石油由来製品不安の対応 （ネットワーク佐賀）

草
くさ

場
ば

　健
けん

次
じ 5

生活保護受給者の受診勧奨を！ （日本共産党）

山
やまもと

本  愛
あい 6

建造物の文化財をしっかり守ろう （自民さが）

宮
みやざき

﨑  健
たけし 7

有明海沿岸の堤防や周辺環境の整備 （自民市政会）

山
やま

田
だ

 宏
こういちろう

一郎 8

問　
佐
賀
市
に
お
い
て
も
物
価
高
騰

と
石
油
由
来
製
品
の
供
給
不
安
は
、

市
民
生
活
と
地
域
産
業
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
家
計
負
担
と

事
業
継
続
へ
の
影
響
を
市
と
し
て
迅

速
か
つ
的
確
に
把
握
し
た
上
で
、
必

要
な
支
援
を
検
討
・
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
　
物
価
高
騰
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
等
の
上
昇
が
市
民
生
活

や
地
域
経
済
に
一
定
の
影
響
を
与

え
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
昨
年

度
末
か
ら
水
道
料
金
の
免
除
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
振
興
券
の
発

行
等
、
市
民
生
活
を
支
え
る
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

医
療
・
福
祉
施
設
へ
の
応
援
金
支

給
等
の
事
業
者
支
援
も
展
開
し
て

い
る
。
中
東
情
勢
を
受
け
、
対
策

会
議
の
開
催
や
事
業
者
等
へ
の
影

響
を
把
握
す
る
た
め
の
実
態
調
査

を
実
施
し
、
市
民
生
活
や
地
域
経

済
へ
の
影
響
等
の
現
況
に
つ
い
て

協
議
し
、
必
要
な
支
援
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

健康診査の受診促進を

本市にはたくさんの文化財や
それに見合うものがあります

堤防や排水機場、水草など
有明海周辺環境の課題は多い

「物価高騰」と「石油由来
製品供給不安」の二重苦

問　

生
活
保
護
受
給
者
の
中
に
は
、

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
十
分
な
健
康
管
理
に

つ
な
が
っ
て
い
な
い
方
も
お
ら
れ
る
。

「
健
康
診
査
を
受
け
た
い
が
制
度
や
申

込
方
法
が
分
か
ら
な
い
」
と
の
声
も

伺
っ
た
。
周
知
や
受
診
勧
奨
を
含
め
、

受
診
者
を
増
や
す
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　
対
象
者
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
や

電
話
・
窓
口
で
の
直
接
勧
奨
な
ど
、

周
知
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、

生
活
保
護
費
の
支
給
日
に
は
、
窓

口
で
の
血
圧
測
定
等
を
促
し
、
そ

の
結
果
に
応
じ
て
病
院
受
診
や
健

康
診
査
受
診
を
働
き
か
け
る
取
り

組
み
を
始
め
た
。
さ
ら
に
、
常
時

健
診
に
関
す
る
情
報
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
る
よ
う
、

情
報
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。
引
き
続
き
、
生
活
保
護

受
給
者
へ
の
健
康
管
理
の
支
援
を

通
じ
て
、
健
康
の
保
持
・
増
進
と

日
常
生
活
の
自
立
や
就
労
、
生
活

機
能
の
維
持
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　

①
本
市
に
お
い
て
建
造
物
の

文
化
財
指
定
が
こ
こ
の
と
こ
ろ
あ
っ

て
い
な
い
よ
う
だ
が
見
解
は
②
ヘ※
１

リ

テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
活
用
を
積

極
的
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
市
の

見
解
は
③
歴
史
的
建
造
物
の
利
用
促

進
に
向
け
た
建
築
基
準
に
関
す
る
取

り
組
み
方
針
に
基
づ
き
、
独
自
条
例

を
制
定
す
べ
き
だ
が
。

答
　
①
歴
史
的
建
造
物
な
ど
は
、

調
査
を
は
じ
め
、
文
化
財
的
な
価

値
づ
け
に
至
る
ま
で
、
専
門
家
に

協
力
を
求
め
、
意
見
を
伺
い
な
が

ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
②
歴
史
的

建
造
物
と
い
う
の
は
後
世
に
残
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
今
後
も
適

切
な
保
存
活
用
に
努
め
た
い
③
独

自
条
例
は
、
歴
史
的
・
文
化
的
価

値
の
あ
る
建
築
物
の
保
存
と
活
用

を
図
る
上
で
有
効
な
手
法
の
一
つ

で
あ
る
。
関
連
部
署
と
連
携
を
図

り
、
専
門
人
材
の
確
保
や
、
制
度

運
用
に
お
け
る
問
題
点
等
の
確
認
、

整
理
を
行
い
、
先
進
事
例
も
参
考

に
、
本
市
に
適
し
た
制
度
の
在
り

方
を
研
究
し
て
い
く
。

問　
①
有
明
海
沿
岸
の
堤
防
の
劣
化

や
破
損
な
ど
、
市
は
把
握
し
て
い
る

か
、
ま
た
そ
の
対
策
は
②
排
水
機
場

の
問
題
の
把
握
や
対
応
は
③
水
路
に

繁
茂
す
る
特
定
外
来
種
以
外
の
水
草

へ
の
対
策
は
。

答
　
①
職
員
が
現
場
を
通
る
際
の

状
況
確
認
に
加
え
、
毎
年
7
月
に

久
保
田
地
区
で
県
・
市
・
住
民
に

よ
る
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

損
傷
等
を
確
認
し
た
場
合
は
、
県

へ
報
告
し
て
い
る
②
日
常
・
年
次

の
各
種
点
検
や
出
水
期
前
の
試
運

転
に
よ
り
、
不
具
合
を
早
期
に
把

握
し
、
軽
微
な
段
階
で
の
補
修
や

復
旧
を
図
る
ほ
か
、
大
規
模
改
修

が
必
要
な
場
合
は
国
・
県
の
事
業

に
お
い
て
工
事
を
実
施
③
重
要
な

樋
門
前
な
ど
の
水
路
で
は
、
水
草

除
去
を
実
施
。
ま
た
、
地
元
主
体

の
河
川
清
掃
に
対
し
て
重
機
の
貸

し
出
し
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
取
り
組
ん
で
い
る
。

※１　ヘリテージマネージャー…地域に眠る歴史的建造物を調査・研究し、地域づくりに生かしながら保全・活用を
進める提案を行う人材

令
和
８
年
６
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
の

審
査
報
告　
　

委
員
会　
　
　

活
動
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
報
告
会
開
催
報
告
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川副学校給食センター火災を受けて （ネットワーク佐賀）

江
え

口
ぐち

 由
ゆ り こ

里子 9

ごみ政策の基本的な方針は？ （ネットワーク佐賀）

山
やま

田
だ

  誠
せいいちろう

一郎 10

漁港における漂着ごみの対策は （自民さが）

中
なか

尾
お

　和
かずゆき

幸 11

全体の防犯力・防犯網の強化を （ネットワーク佐賀）

藤
ふじ

田
た

  佳
よしのり

典 12

問　
２
月
25
日
、
川
副
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
調
理
室
よ
り
火
災
発
生
。
①

事
故
原
因
は
②
こ
れ
ま
で
の
委
託
業

者
に
対
す
る
安
全
指
導
に
問
題
が

あ
っ
た
と
思
う
が
市
の
見
解
は
③
施

設
復
旧
ま
で
の
３
カ
月
間
、
他
の
施

設
か
ら
給
食
が
提
供
さ
れ
た
が
、
ど

の
よ
う
な
調
整
を
し
た
の
か
④
再
発

防
止
策
は
。

答
　
①
定
め
ら
れ
た
作
業
工
程
が

徹
底
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

加
熱
方
法
や
火
災
リ
ス
ク
に
つ

い
て
の
調
理
員
の
認
識
が
不
十
分

だ
っ
た
こ
と
、
揚
げ
物
調
理
を
推

奨
し
な
い
回
転
釜
で
調
理
を
行
っ

た
こ
と
が
原
因
と
考
え
る
②
業
務

仕
様
書
に
基
づ
き
行
っ
て
き
た
が
、

安
全
管
理
の
認
識
共
有
を
さ
ら
に

徹
底
す
る
③
人
員
確
保
や
配
送
方

法
の
協
議
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

連
絡
調
整
を
実
施
④
作
業
工
程
や

安
全
意
識
向
上
の
指
導
、
調
理
機

器
の
更
新
、
巡
回
指
導
、
給
食
施

設
の
火
災
予
防
講
習
、
こ
れ
ら
を

実
施
し
安
全
、
安
心
な
学
校
給
食

の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

「リサイクル工場２階」では
分別処理の見学ができます

筑後川下流に位置する漁港
周辺の漂着ごみ（川副町）

地域全体の防犯網のイメージ

調理室から立ち上る黒煙

問　
①
在
住
外
国
人
の
ご
み
出
し
の

対
策
は
②
そ
の
効
果
は
③
ご
み
出
し

の
時
間
帯
は
④
前
日
の
夜
に
出
せ
る

よ
う
に
し
て
は
⑤
ご
み
の
減
量
、
リ

サ
イ
ク
ル
を
啓
発
す
る
た
め
の
活
動

は
⑥
エ
コ
プ
ラ
ザ
の
現
状
は
。

答
　
①
９
カ
国
語
対
応
ガ
イ
ド
の

配
布
や
解
説
動
画
等
の
Ｈ
Ｐ
掲
載
、

出
前
講
座
等
②
ご
み
出
し
状
況
の

改
善
事
例
あ
り
③
収
集
日
の
午
前

８
時
30
分
迄
④
ル
ー
ル
の
変
更
は

難
し
い
が
、
自
治
会
な
ど
の
管
理

者
と
調
整
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
⑤

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
等
の
配
布
や

ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
配
信
、
多
様
な

媒
体
で
の
情
報
発
信
や
出
前
講
座
、

ご
み
処
理
見
学
や
エ
コ
プ
ラ
ザ
で

の
講
座
等
を
開
催
⑥
令
和
７
年
度

の
総
来
場
者
数
４
万
６
９
０
４
人
、

講
座
・
イ
ベ
ン
ト
１
８
３
回
開
催
。

今
後
も
環
境
学
習
の
充
実
を
図
り

循
環
型
社
会
実
現
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
。

問　
①
漁
港
に
お
け
る
漂
着
ご
み
の

対
策
と
し
て
、
状
況
を
ど
の
よ
う
な

方
法
で
認
識
し
、
把
握
し
て
い
る
の

か
②
財
源
確
保
が
欠
か
せ
な
い
と
思

う
が
、
国
・
県
と
の
協
議
は
③
上
流

域
の
自
治
体
と
の
連
携
・
協
議
は
④

回
収
業
務
に
つ
い
て
、
１
業
者
だ
け

で
は
な
く
複
数
業
者
と
の
契
約
は
で

き
な
い
の
か
。

答
　
①
漁
港
管
理
者
と
し
て
職
員

が
定
期
的
に
巡
視
し
て
お
り
、
大

雨
や
台
風
の
後
な
ど
は
通
常
時
よ

り
も
注
意
し
て
い
る
。
ま
た
、
漁

業
者
や
漁
協
か
ら
の
情
報
提
供
も

あ
る
②
国
や
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
い
る
が
、
対
応
が
困
難
な

場
合
は
既
決
予
算
の
流
用
や
予
備

費
で
対
応
し
て
い
る
③
筑
後
川
お

よ
び
嘉
瀬
川
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流

域
の
関
係
機
関
に
よ
る
協
議
会
で

情
報
共
有
を
し
て
い
る
が
、
流
域

が
広
範
囲
で
ご
み
の
発
生
源
の
特

定
が
難
し
い
④
漂
着
ご
み
の
量
や

作
業
内
容
な
ど
で
１
業
者
で
対
応

が
難
し
い
場
合
は
、
複
数
業
者
で

の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

問　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
と
地
域
防

犯
力
の
強
化
に
つ
い
て
①
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
補
助
事
業
の
活
用
実
績
は
②

住
宅
街
の
防
犯
対
策
強
化
に
つ
い
て

市
の
見
解
は
③
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し

た
防
犯
カ
メ
ラ
や
防
犯
灯
一
体
型
カ

メ
ラ
の
設
置
の
検
討
は
④
動
く
防
犯

カ
メ
ラ
の
検
討
は
⑤
さ
ら
な
る
補
助

制
度
の
拡
充
を
。

答
　
①
直
近
３
年
間
の
申
請
件
数

は
28
件
②
警
察
や
地
域
関
係
団
体

と
連
携
し
啓
発
活
動
を
継
続
す
る

と
と
も
に
防
犯
灯
や
防
犯
カ
メ
ラ

等
に
よ
る
防
犯
環
境
の
充
実
を
図

り
、
地
域
全
体
の
防
犯
力
向
上
に

努
め
る
③
防
犯
機
能
の
向
上
が
期

待
さ
れ
る
が
、
導
入
費
用
や
個
人

情
報
保
護
へ
の
配
慮
等
の
課
題
も

あ
る
④
移
動
す
る
車
両
に
よ
る
線

の
見
守
り
は
固
定
式
防
犯
カ
メ
ラ

に
よ
る
点
の
見
守
り
を
補
完
し
防

犯
対
策
上
有
効
な
手
法
で
あ
る
。

情
報
収
集
と
と
も
に
活
用
の
可
能

性
を
検
討
す
る
⑤
自
治
会
等
へ
の

制
度
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
効

果
的
な
防
犯
対
策
を
進
め
る
。

令
和
８
年
６
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
の

審
査
報
告　
　

委
員
会　
　
　

活
動
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
報
告
会
開
催
報
告
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知的財産・ブランディングの戦略は （自民市政会）

藤
ふじ

井
い

  英
ひで

貴
き 13

日本の性教育、今のままで大丈夫？ （STEP-UP FOR SAGA）

南
なん

里
り

 朱
あけ

美
み 14

ナフサ調達難、水道工事への影響は （自民市政会）

山
やまぐち

口 弘
ひろのぶ

展 15

小・中学校の平和教育について問う （自民さが）

千
ち

綿
わた

  正
まさあき

明 16

問　
無
形
財
産
と
し
て
知
的
財
産
戦

略
は
重
要
で
あ
る
。
①
経
済
振
興
の

中
で
市
内
事
業
者
へ
の
知
的
財
産
の

取
得
や
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
に
向
け

た
支
援
は
②
本
市
自
体
の
新
規
事
業

等
か
ら
生
じ
る
成
果
の
権
利
化
を
逃

さ
な
い
た
め
、
知
的
財
産
を
横
断
的

に
所
管
す
る
専
門
部
署
の
設
置
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
　
①
本
市
で
は
産
業
支
援
相
談

室
で
知
的
財
産
に
関
す
る
相
談
対

応
を
行
う
他
、
補
助
金
に
よ
り
知

的
財
産
の
取
得
や
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て

い
る
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
支
援
し
て
い
き
た
い
②
特
許
庁

所
管
の
専
門
的
な
相
談
窓
口
が
市

内
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
、

役
所
内
に
専
門
部
署
は
設
け
て
な

い
。
し
か
し
、
大
変
重
要
と
考
え

て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
政
策
推
進

部
で
知
的
財
産
権
の
周
知
啓
発
等

に
努
め
て
い
る
。
有
効
と
考
え
ら

れ
る
知
的
財
産
権
の
取
得
を
積
極

的
に
検
討
す
る
よ
う
、
意
識
の
醸

成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

心と体を尊重する関係を学ぶ

工事で使用するナフサが原料
となる水道用ポリエチレン管

転覆した抗議船

いろいろあるよ‼知的財産

問　
①
小
・
中
学
校
で
は
、
同
意
や

境
界
線
、
嫌
な
こ
と
は
嫌
と
意
思
表

示
す
る
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
な
学
び

で
扱
っ
て
い
る
の
か
②
宮
崎
市
の
事

例
も
参
考
に
、
性
に
関
す
る
学
び
を

発
達
段
階
や
内
容
ご
と
に
整
理
し
、

調
査
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　
①
保
健
体
育
、
特
別
活
動
、

道
徳
教
育
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
な

ど
を
通
し
て
、
自
分
や
相
手
を
尊

重
し
、
適
切
な
人
間
関
係
を
築
く

力
を
発
達
段
階
に
応
じ
て
育
ん
で

い
る
。
ま
た
、
養
護
教
諭
な
ど
と

連
携
し
、
児
童
・
生
徒
が
相
談
し

や
す
い
体
制
づ
く
り
に
も
努
め
て

い
る
。
保
護
者
に
よ
る
見
守
り
も

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
家

庭
と
学
校
が
協
力
し
て
指
導
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
②
包

括
的
性
教
育
の
重
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。
宮
崎
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
各
学
校
と
情
報
を
共
有

し
、
学
校
の
実
情
に
応
じ
て
活
用

す
る
よ
う
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

問　
中
東
情
勢
混
乱
に
伴
う
ナ
フ
サ

の
調
達
難
が
継
続
し
、
水
道
管
の
価

格
が
高
騰
、
一
部
で
品
薄
状
態
と
な
っ

て
い
る
。
①
現
状
、
佐
賀
市
に
お
い

て
影
響
は
②
今
後
の
工
事
発
注
の
見

通
し
は
③
工
事
発
注
後
さ
ら
な
る
高

騰
が
予
測
さ
れ
る
。
契
約
金
額
や
工

期
等
設
計
変
更
は
臨
機
応
変
に
対
応

す
べ
き
で
は
。

答
　
①
現
在
、
ナ
フ
サ
由
来
の
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
を
含
む
材
料
等
の

調
達
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
影
響

は
生
じ
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き

市
場
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
②

発
注
の
延
期
等
は
考
え
て
い
な
い
。

資
材
価
格
の
変
動
を
踏
ま
え
、
適

正
な
積
算
に
基
づ
く
設
計
や
工
期

の
設
定
に
努
め
、
管
路
更
新
工
事

な
ど
、
必
要
な
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
③
関
係
事
業
者
に
対
し
て
、

受
注
者
が
物
価
の
変
動
に
基
づ
く

請
負
代
金
の
変
更
を
請
求
で
き
る

制
度
が
あ
る
こ
と
を
十
分
に
周
知

し
、
必
要
に
応
じ
て
工
期
延
期
等

の
協
議
を
受
注
者
と
密
に
行
っ
て

い
き
た
い
。

問　
文
部
科
学
省
が
教
育
基
本
法
第

14
条
第
2
項
に
違
反
す
る
と
初
め
て

認
定
し
た
、
沖
縄
辺
野
古
基
地
で
の

事
案
を
踏
ま
え
、
佐
賀
市
立
小
・
中

学
校
に
お
け
る
平
和
教
育
の
現
状
と

安
全
管
理
な
ど
、
課
題
に
つ
い
て
問

う
。

答
　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
平
和

教
育
と
し
て
、
小
学
校
は
長
崎
、

中
学
校
は
長
崎
や
南
九
州
、
広
島

等
を
訪
問
し
、
現
地
学
習
を
行
っ

て
い
る
。
修
学
旅
行
や
校
外
学
習

に
お
け
る
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、

複
数
の
旅
行
業
者
か
ら
見
積
も
り

を
徴
取
後
、
事
前
に
十
分
に
確
認

し
、
必
要
に
応
じ
て
下
見
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
政
治
的
中
立

性
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
事
故
を

受
け
、
改
め
て
校
長
会
等
を
通
じ

て
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
く
。
国

や
県
の
動
向
に
十
分
留
意
し
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
に
対
応

し
て
い
く
。

令
和
８
年
６
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
の

審
査
報
告　
　

委
員
会　
　
　

活
動
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
報
告
会
開
催
報
告
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交通安全対策を問う （参政党）

山
やました

下  勝
かつ

也
や 18

奨学金返還支援の充実を！ （公明党）

中
なかしま

島  妙
たえ

子
こ 19

開発に伴う内水氾濫対策を （自民清流）

西
にしおか

岡  真
しんいち

一 20

自転車運転中のスマートフォン
などの使用は大変危険です

奨学金返還支援制度は
若者の未来を後押しします！

ため池から内水氾濫（冠水）
が起きることもある

問　
①
直
近
３
年
間
の
市
内
の
人
身

交
通
事
故
発
生
状
況
は
②
人
身
交
通

事
故
の
多
発
場
所
は
③
交
通
死
亡
事

故
の
傾
向
・
原
因
の
分
析
は
④
高
齢

者
へ
の
交
通
安
全
対
策
は
⑤
自
転
車

の
青
切
符
制
度
導
入
を
踏
ま
え
た
取

り
組
み
は
⑥
外
国
人
に
対
す
る
交
通

安
全
教
育
の
取
り
組
み
は
。

答
　
①
令
和
５
年
１
１
３
８
件
、

６
年
９
６
３
件
、
７
年
８
６
６
件

②
令
和
７
年
は
佐
大
南
交
差
点
お

よ
び
佐
賀
北
警
察
署
前
交
差
点
で

い
ず
れ
も
６
件
③
高
齢
者
が
被
害

者
と
な
る
割
合
が
高
く
、
特
に
横

断
歩
道
の
な
い
場
所
を
横
断
中
の

事
故
が
多
い
④
高
齢
者
交
通
安
全

指
導
者
に
よ
る
指
導
や
啓
発
、
職

員
に
よ
る
出
前
講
座
等
を
継
続
的

に
実
施
⑤
警
察
等
と
連
携
し
啓
発

活
動
等
を
実
施
⑥
佐
賀
市
交
通
安

全
計
画
に
外
国
人
へ
の
交
通
安
全

教
育
を
位
置
付
け
て
い
る
。
今
後

も
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
交
通

安
全
教
育
の
充
実
等
を
図
り
、
交

通
事
故
防
止
に
取
り
組
む
。

問　
昨
年
度
導
入
さ
れ
た
奨
学
金
返

還
支
援
制
度
は
想
定
を
上
回
る
利
用

が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
若
者
の
実
態

に
合
っ
た
制
度
と
な
る
よ
う
検
証
が

必
要
と
考
え
る
。
①
本
制
度
の
執
行

状
況
は
②
非
正
規
雇
用
な
ど
経
済
的

に
不
安
定
な
若
者
へ
の
支
援
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
③
今
後
の
取
り
組

み
は
。

答
　
①
昨
年
度
の
交
付
件
数
は

１
０
２
件
で
、金
額
は
８
３
７
万
５
千

円
②
非
正
規
雇
用
に
は
多
様
な
形
態

が
あ
り
、一
律
に
制
度
の
対
象
と
は
し

難
い
。相
談
内
容
に
応
じ
、適
切
な
制

度
に
つ
な
が
る
よ
う
情
報
を
提
供
し

て
い
く
③
支
給
対
象
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
や
若
者
の
声
、実
態
を
踏
ま
え
、

本
制
度
の
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
必

要
に
応
じ
て
要
件
の
在
り
方
を
検
討

す
る
な
ど
、利
用
し
や
す
い
制
度
と

な
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
る
。若
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、本
市

で
安
心
し
て
暮
ら
し
、希
望
す
る
ラ

イ
フ
コ
ー
ス
を
選
択
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
。

問　
た
め
池
に
は
雨
水
調
節
機
能
も

期
待
で
き
る
が
、
一
方
で
、
豪
雨
時

に
た
め
池
か
ら
道
路
冠
水
等
が
起
き

る
こ
と
も
あ
る
。
上
流
の
宅
地
開
発

等
が
要
因
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

市
か
ら
は
調
整
池
設
置
の
指
導
の
ほ

か
、
雨
水
対
策
等
に
つ
い
て
、
開
発

業
者
に
対
し
何
か
指
導
や
助
言
等
は

行
わ
れ
て
い
る
か
。

答
　
周
辺
地
域
や
下
流
域
の
浸
水

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
都
市
計

画
法
等
に
基
づ
き
、
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
の
開
発
を
行
う
事
業
者
に

対
し
て
は
、
雨
水
を
一
時
貯
留
す

る
調
整
池
の
設
置
を
指
導
し
、
開

発
地
が
水
路
に
面
す
る
場
合
は
、

宅
地
保
全
の
た
め
水
路
側
へ
の
擁

壁
設
置
等
を
指
導
し
て
い
る
。
開

発
地
か
ら
の
雨
水
流
出
の
抑
制
、

軽
減
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
必
要

に
応
じ
た
事
業
者
へ
の
指
導
・
助

言
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
調
整

池
の
設
置
基
準
（
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
）
の
規
制
強
化
の
必
要
性
に

つ
い
て
は
、
他
市
の
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
検
討
中
で
あ
る
。

ひとり親家庭の支援の充実を！ （自民市政会）

諸
もろどみ

冨  八
や ち よ

千代 17

令和３年度全国ひとり親世帯
等調査による平均年間収入

問　
佐
賀
市
の
ひ
と
り
親
世
帯
数
は
、

母
子
１
４
１
０
世
帯
、
父
子
１
０
６

世
帯
（
Ｒ
２
国
勢
調
査
）
で
あ
り
、

母
子
世
帯
の
年
収
は
父
子
世
帯
の
約

半
分
で
あ
る
。
①
子
育
て
・
生
活
支

援
は
②
就
学
支
援
は
③
養
育
費
確
保

等
支
援
は
④
経
済
的
支
援
は
⑤
子
の

体
験
格
差
解
消
に
塾
代
・
習
い
事
支

援
事
業
の
検
討
を
。

答
　
①
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

等
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
促
進
②
就
職
に
有
利
な
資
格
取

得
講
座
の
受
講
料
の
助
成
や
、
養

成
機
関
就
学
時
の
給
付
金
の
支
給

③
養
育
費
確
保
推
進
の
た
め
、
公

正
証
書
作
成
経
費
の
助
成
や
、
弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談
の
実
施
④

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
や
医
療
費

の
助
成
⑤
体
験
格
差
は
、
経
済
的

要
因
だ
け
で
生
じ
る
も
の
で
は
な

く
、
全
て
の
子
ど
も
に
関
わ
る
課

題
と
捉
え
て
お
り
、
習
い
事
へ
の

助
成
も
含
め
て
先
進
自
治
体
の
取

り
組
み
を
調
査
研
究
し
、
格
差
が

縮
ま
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

令
和
８
年
６
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
の

審
査
報
告　
　

委
員
会　
　
　

活
動
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
報
告
会
開
催
報
告
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さが桜マラソンの経済効果は （自民さが）

稲
いな

葉
ば

  嵩
たかひろ

広 21

佐賀市のごみの収集と処理の状況は （自民さが）

川
かわさき

﨑  健
けん

二
じ 22

神野公園の未来図を問う （自民清流）

御
みくりや

厨  洋
ひろゆき

行 23

図書館休館対応策に市民参加を （市民共同）

山
やました

下  明
あき

子
こ 24

問　
１
万
人
以
上
が
参
加
す
る
さ
が

桜
マ
ラ
ソ
ン
は
飲
食
や
宿
泊
、
お
土

産
と
多
く
の
消
費
を
呼
び
込
む
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
。
県
外
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
中
に
は
、
学
術
機
関
と
連
携
し
、

そ
の
経
済
効
果
の
分
析
を
行
い
、
経

済
効
果
の
最
大
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
本
市
も
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答
　
ラ
ン
ナ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活

用
し
、
ラ
ン
ナ
ー
の
大
会
前
後
の

行
動
や
消
費
動
向
を
把
握
で
き
れ

ば
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
消

費
拡
大
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
項
目
の
検
討
、
調
査
内
容

の
分
析
だ
け
で
な
く
、
大
会
運
営

や
大
会
の
盛
り
上
げ
に
つ
い
て
も

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
相
談

し
た
い
。
ま
た
、
得
ら
れ
た
分
析

結
果
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
地

域
経
済
の
振
興
に
向
け
た
取
り
組

み
に
も
生
か
し
て
い
け
る
と
考
え

る
。

１人一日あたりのごみの排出量
（国、県、市）

こども遊園地のメインゲート
はどこだろう

本館利用者にとって約２年の
休館は困惑

さが桜マラソンを市内経済
に生かそう！

問　
①
過
去
５
年
間
の
佐
賀
市
の
ご

み
の
排
出
量
の
推
移
は
②
佐
賀
市
の

ご
み
が
多
い
理
由
は
何
か
③
現
在
、

ど
の
よ
う
に
し
て
ご
み
の
減
量
を

図
っ
て
い
る
の
か
④
携
帯
や
ス
マ
ホ
、

パ
ソ
コ
ン
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

な
ど
の
回
収
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
か
⑤
回
収
後
の
処
理
は
ど
う
し
て

い
る
か
。

答
　
①
令
和
２
年
度
約
８
万
４
千

㌧
か
ら
令
和
６
年
度
約
７
万
５
千

㌧
と
約
11
％
減
少
②
商
業
施
設
や

事
業
所
等
の
事
業
ご
み
が
比
較
的

多
い
③
生
ご
み
減
量
の
啓
発
や
集

団
回
収
へ
の
参
加
推
進
、
使
用
済

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
拠
点
回
収
実
施

等
④
携
帯
や
ス
マ
ホ
は
本
庁
舎
等

11
カ
所
で
随
時
回
収
。
パ
ソ
コ
ン

は
国
の
認
定
事
業
者
等
の
無
料
回

収
や
清
掃
工
場
等
へ
の
直
接
搬
入
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
「
燃
え

な
い
ご
み
の
日
」
に
透
明
・
半
透

明
の
袋
で
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

排
出
⑤
手
作
業
で
選
別
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
業
者
へ
引
き
渡
し
、
適
正

に
処
理
し
て
再
資
源
化
。

問　
①
今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
②
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
対
象
範
囲
を

芝
生
広
場
の
み
と
し
た
経
緯
は
③
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
設
や
サ
ー
ビ

ス
が
可
能
な
の
か
④
市
民
の
要
望
が

多
い
ド
ッ
グ
ラ
ン
整
備
は
公
募
の
対

象
と
な
る
か
⑤
駐
車
場
の
安
全
か
つ

円
滑
な
動
線
確
保
を
ど
の
よ
う
に
整

備
し
て
い
く
の
か
。

答
　
①
令
和
10
年
３
月
の
全
国
都

市
緑
化
フ
ェ
ア
を
見
据
え
、
パ
ー

ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
事
業
者
の
公
募

や
全
体
の
実
施
設
計
を
行
い
、
今

年
度
後
半
に
は
ト
ン
ボ
池
の
改
修

工
事
に
着
手
す
る
②
事
前
調
査
の

結
果
、
当
該
エ
リ
ア
で
の
事
業
参

入
の
可
能
性
が
高
か
っ
た
た
め
③

公
募
で
は
体
験
学
習
施
設
や
動
植

物
園
等
の
教
養
施
設
、
カ
フ
ェ
や

レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
便
益
施
設
を
可

能
と
し
て
い
る
④
教
養
施
設
ま
た

は
便
益
施
設
に
該
当
し
、
公
募
で

は
そ
れ
ら
を
含
め
多
種
多
様
な
提

案
を
期
待
し
て
い
る
⑤
再
整
備
に

合
わ
せ
て
分
か
り
や
す
い
誘
導
案

内
板
の
整
備
を
検
討
し
た
い
。

問　
「
図
書
館
大
規
模
改
修
中
に
約
２

年
間
休
館
」
と
い
う
方
針
を
多
く
の

市
民
が
知
ら
な
い
し
、
議
論
も
不
足

し
て
い
る
。
休
館
期
間
や
対
応
策
を

「
決
め
て
か
ら
知
ら
せ
る
」
の
で
は
な

く
、
本
館
の
利
用
者
に
休
館
方
針
を

知
ら
せ
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
必
要

な
対
応
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
　
本
館
内
に
休
館
予
告
を
含

め
た
大
規
模
改
修
の
概
要
を
掲
示

し
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
市
民
有

志
か
ら
の
申
し
入
れ
等
、
今
回
い

た
だ
い
た
市
民
の
声
は
休
館
中
の

サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る
上
で
の
参

考
と
し
、
休
館
中
も
利
用
者
の
利

便
性
の
確
保
に
努
め
る
。
こ
れ
ま

で
も
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
基

本
設
計
の
検
討
に
当
た
り
市
民
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
き
た
。

休
館
中
の
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る

上
で
も
、
市
民
の
声
を
聞
く
こ
と

は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

休
館
中
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も

市
民
の
意
見
を
聞
く
機
会
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

令
和
８
年
６
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
の

審
査
報
告　
　

委
員
会　
　
　

活
動
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
報
告
会
開
催
報
告
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日頃のつながりが災害時の支えに （公明党）

吉
よしかわ

川 正
せいごう

剛 25

フリースクールとの連携強化を！ （公明党）

村
むらおか

岡  卓
たかし 26

巨石パークの再整備による活性化を （自民清流）

平
ひらばる

原  嘉
よしのり

德 27

命を守る情報伝達の在り方を問う （自民市政会）

山
やまさき

崎  純
じゅん 28

問　
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
事
業

が
災
害
時
に
機
能
す
る
た
め
に
①
避

難
行
動
要
支
援
者
の
把
握
方
法
は
②

避
難
支
援
情
報
を
地
域
へ
提
供
す
る

こ
と
に
同
意
し
た
外
部
提
供
同
意
者

数
が
大
き
く
増
加
し
た
経
緯
は
③
個

別
避
難
計
画
作
成
に
お
け
る
福
祉
専

門
職
と
の
連
携
は
④
取
り
組
み
の
好

事
例
の
横
展
開
は
。

答
　
①
市
が
保
有
す
る
介
護
保
険

の
認
定
情
報
等
か
ら
把
握
②
外
部

提
供
同
意
と
、
身
体
の
状
態
等
を

記
載
す
る
個
別
避
難
計
画
を
一
体

的
に
進
め
て
き
た
が
、
外
部
提
供

同
意
へ
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
登

録
手
続
き
を
外
部
提
供
同
意
と
個

別
避
難
計
画
に
分
け
て
実
施
し
た

③
本
人
や
家
族
で
作
成
す
る
の
が

難
し
い
場
合
は
、
福
祉
専
門
職
と

の
連
携
も
有
効
と
考
え
て
お
り
、

具
体
的
な
進
め
方
を
検
討
し
た
い

④
民
生
委
員
や
自
治
会
の
会
議
で

取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
て
き
た

が
、
好
事
例
を
収
集
し
事
例
集
と

し
て
ま
と
め
、
校
区
を
訪
問
す
る

際
等
に
情
報
共
有
を
進
め
る
。

多様な学びの場との連携で
切れ目のない支援を実現

開園以来 31 年が経過。近年
は、来場者が激減している

外出先でも避難所へ迷わない
ために

顔の見えるつながりが安心
を生む

問　
市
は
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の

対
応
と
し
て
、
自
立
を
育
む
観
点
か

ら
伴
走
型
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
①
学
校
外
の
多
様
な
学
び
の
場

や
居
場
所
と
し
て
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
の
位
置
付
け
は
②
児
童
・
生
徒
の

状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

か
③
支
援
資
源
と
捉
え
る
な
ら
定
例

的
に
連
携
す
る
べ
き
で
は
。

答
　
①
学
校
や
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
と
並
ぶ
重
要
な
学
び
の
場
、

居
場
所
で
あ
り
、
不
登
校
児
童
・

生
徒
を
支
え
る
大
切
な
支
援
資
源

と
認
識
し
て
い
る
②
施
設
か
ら
の

活
動
報
告
や
学
校
職
員
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
サ
ポ
ー

ト
相
談
員
に
よ
る
訪
問
等
で
状
況

を
把
握
し
、
個
別
支
援
シ
ー
ト
で

情
報
共
有
し
て
い
る
③
今
後
は
学

校
の
支
援
会
議
に
加
え
、
市
教
育

委
員
会
が
開
催
す
る
不
登
校
対
策

会
議
に
も
必
要
に
応
じ
て
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
の
参
加
を
求
め
、
継
続

的
な
情
報
共
有
と
連
携
を
図
り
、

児
童
・
生
徒
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ

た
支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

問　
巨
石
パ
ー
ク
は
、
本
市
を
代
表

す
る
貴
重
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る

が
、
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
そ
の
魅
力

が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
。
①
近
年
の

来
場
者
の
推
移
は
②
自
然
体
験
型
観

光
ブ
ー
ム
の
中
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
併
設

の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
③
民
間
活
力
を
生

か
す
べ
き
で
は
。

答
　
①
令
和
３
年
度
と
令
和
７
年

度
を
比
較
す
る
と
３
３
９
６
人
減

少
し
て
い
る
②
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
併

設
し
た
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
整

備
は
、
地
域
の
新
た
な
魅
力
づ
く

り
等
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る

が
、
登
山
等
利
用
者
へ
の
影
響
や

運
営
体
制
な
ど
多
様
な
課
題
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
ま
ず
は
課
題
の

整
理
や
把
握
を
す
る
と
と
も
に
、

実
現
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き

た
い
③
官
民
連
携
を
進
め
る
手
法

に
つ
い
て
は
、
多
様
な
ス
キ
ー
ム

が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
関
係
部
署

と
連
携
し
、
ま
ず
は
民
間
事
業
者

の
参
入
の
可
能
性
が
あ
る
事
業
等

の
調
査
、
研
究
を
行
い
た
い
。

問　
①
今
回
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改

修
に
お
い
て
防
災
情
報
へ
の
ア
ク
セ

ス
不
良
が
発
生
し
た
原
因
と
対
応
策

は
②
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
避
難

誘
導
環
境
に
つ
い
て
、
土
地
勘
の
な

い
方
を
含
め
て
誰
も
が
避
難
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
　
①
原
因
と
し
て
、
検
索
サ
イ

ト
に
古
い
情
報
が
表
示
さ
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
対

策
と
し
て
検
索
サ
イ
ト
側
に
対
し
、

早
期
に
最
新
状
態
へ
切
り
替
わ
る

よ
う
に
促
し
を
行
っ
た
。
今
後
は

「
防
災
」
の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
、

自
動
で
新
し
い
ペ
ー
ジ
に
切
り
替

わ
る
「
リ
ダ
イ
レ
ク
ト
設
定
」
を

追
加
し
、
使
い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
目
指
す
②
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体

を
通
じ
て
避
難
所
の
情
報
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
最
新
技
術
を
積

極
的
に
導
入
し
、
多
様
な
災
害
の

状
況
に
応
じ
て
、
速
や
か
に
安
全

な
場
所
へ
移
動
で
き
る
環
境
を

作
っ
て
い
く
。
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６
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催
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5月14日（木）
静岡県浜松市

５月15日（金）
京都府京都市
●大宮交通公園の取り組みに

ついて

●老人福祉センター等の在り
方の見直しについて

　常任委員会や特別委員会などは、市民生活に深く関わる課題などについて、会期中以外にも調査、研究
を行っています。最近の活動内容を紹介します。

教育環境委員会

産業建設委員会

5月12日（火）
岐阜県山県市

5月２6日（火）
茨城県常総市

６月４日（木）
岡崎市役所

浜松市役所

いくのパーク
（大阪市）

シーパスパーク
（泉大津市）

川口市役所 委員会の様子

総務委員会

５月19日（火）
大阪府大阪市

５月20日（水）
大阪府泉大津市

５月13日（水）
愛知県岡崎市

5月２7日（水）
埼玉県川口市

行政視察

●いくのパークの取り組み（廃校跡地の活用）について

●シーパスパークの取り組み（市民会館跡地活用）
について

●岡崎さくら電力（エネルギー
の地産地消）について

●治水対策について

行政視察

行政視察

委員会開催

●山県方式（市立小中学校で
の 授 業 や 部 活 動 の 合 同 実
施）について

●アグリサイエンスバレー事
業（インターチェンジ周辺
を活用した地域振興）につ
いて

●佐賀県立大学（仮称）について

委員会活動リポート①

　山口和範氏（佐賀県立大学（仮称）学長予定者）
を参考人に招き、設立に係るこれまでの状況や、「ま
ちづくり」の観点についての説明を受け、質疑応答
を行いました。

島義勇公の功績をたたえ交流を （自民市政会）

黒
くろ

田
だ

  利
とし

人
と 29

問　
北
海
道
開
拓
の
父
で
あ
る
佐
賀

市
出
身
の
島
義
勇
公
の
功
績
を
た
た

え
る
こ
と
を
後
世
に
語
り
伝
え
る
た

め
の
施
策
を
常
時
的
に
年
一
、二
回
取

り
組
み
、
多
く
の
市
民
に
広
報
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
本
市
と

札
幌
市
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を

推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
市
の
考

え
を
問
う
。

答
　
明
治
維
新
１
５
０
年
を
契
機

に
「
肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
」

が
全
県
的
に
開
催
さ
れ
、
本
市
も

博
覧
会
に
先
立
ち
、
市
重
要
文
化

財
で
あ
る
日
記
を
一
般
公
開
す
る

な
ど
、
図
書
館
で
企
画
展
や
講
演

会
を
開
催
。
令
和
７
年
に
は
、
県

と
連
携
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

引
き
続
き
、
功
績
を
次
世
代
へ
継

承
す
る
取
り
組
み
の
検
討
を
深
め

て
い
く
。
ま
た
、
今
年
２
月
に
、

本
市
と
札
幌
市
内
の
小
学
生
が
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
交
流
を
行
っ
た
。

人
的
交
流
は
大
変
意
義
深
い
が
、

持
続
可
能
な
形
で
交
流
を
行
う
に

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
利
用
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

城内西堀端に建立されている
北海道開拓の父、島義勇公像

福祉生活委員会
行政視察

令
和
８
年
６
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
の

審
査
報
告　
　

委
員
会　
　
　

活
動
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
報
告
会
開
催
報
告
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4月14日（火）

４月１6日（木）
大阪府岸和田市

４月１7日（金）
岡山県岡山市

名尾手すき和紙の視察 移動販売の視察

岸和田市役所

岡山市役所

現地視察

行政視察

●富士町、三瀬地区等における地域資源、公共施設
および関連事業の現状把握を目的とした現地調査
を行いました。

●政策討論会について

●議員提案による政策条
例について

委員会活動リポート②
北部山間地域の活性化に関する
調査特別委員会

議会運営委員会

議会トピックス
議長の主な活動議長の主な活動 令和 8 年 3 月 24 日の 2 月定例会閉会日から 6 月定例

会までの議長の主な活動を紹介します。

4 月 23 日（木） 第 101 回九州市議会議長会定期総会・第 1 回理事会
（ホテルニューオータニ佐賀）

5 月 10 日（日） 第 46 回大隈祭（大隈重信記念館）

5 月 23 日（土） 第 55 回佐賀城下栄の国まつり安全祈願祭
（佐嘉神社）

5 月 26 日（火） 全国市議会議長会第 244 回理事会・九州市議会議長会
第 2 回理事会（東京都千代田区）

5 月 27 日（水） 全国市議会議長会第 102 回定期総会・各委員会合同会
議（東京都千代田区） 第101回九州市議会議長会定期総会

『佐賀城下栄の国まつり』
総おどりに参加しました！
　5 月 23 日（土）、24 日（日）の 2 日間、中央大
通り周辺で「第 55 回佐賀城下栄の国まつり」が開
催され、多くの来場者でにぎわいました。期間中は、
よさこい演舞やパレード、ステージイベントなど多
彩な催しが行われました。
　祭りの最後を飾る総おどりに佐賀市議会も参加さ
せていただきました。

令
和
８
年
６
月

定
例
会
の
概
要

議
案
等
質
疑

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
の

審
査
報
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委
員
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活
動
リ
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ー
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催
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　５月 31 日（日）に令和８年度議会報告会を開催しました。市民の皆さ
まの声を直接伺う貴重な機会となりました。
　今回の報告会は、１部「全体報告会」、２部「委員会別意見交換会」の２
部構成での開催としました。

　１部は、佐賀市議会として初めて議場で開催し、議会の取り
組みや各常任委員会の紹介や活動について報告を行いました。
　また、特別委員会（北部山間地域の活性化に関する調査特別
委員会）から活動報告も行いました。
　報告後に質疑応答を行い、北部山間地域や市立図書館の大規
模改修についての質問がありました。

　１部終了後に引き続き開催された
２部では、４つの常任委員会に分かれて、
各会議室で意見交換会を開催しました。

総務委員会

教育環境委員会

福祉生活委員会

産業建設委員会

～市民と議員がかたりあう～
　　　　　令和８年度　議会報告会を開催

１部
佐賀市議会・初
議場にて開催！

２部
委員会毎に開催！

【各常任委員会と意見交換会のテーマ】

●総務委員会
　「32 の地域力がつくる、これからの佐賀市」

●福祉生活委員会
　「介護について考えよう！」

●教育環境委員会
　「佐賀市のごみ出しについて」

●産業建設委員会
　「経済対策と上下水道について」

議会報告会～アンケート結果のご紹介～
　議会報告会には75名の方に参加いただきました。ご参加いただき、本当にありがとうございました。当日
ご記載いただいたアンケートの主な結果やご意見をご紹介いたします。皆さんからのご意見は、次回以降の議
会報告会開催の参考とさせていただきます。ご協力ありがとうございました。

あなたの年齢は？問

今日の議会報告会はいかがでしたか？問

10 代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

満足

だいたい満足

どちらともいえない

少し不満

無回答

市報さが

さが市議会だより

地域団体

議員からの紹介

チラシ

回覧板

まちづくり協議会

議員の SNS

市議会ホームページ

市議会 Facebook

ポスター

この議会報告会を何によって知りましたか？
（複数回答可）問

※アンケート集計結果および意見の詳細は後日ホームページに掲載。
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・これからも機会があれば参加したい。
・いろんな地区の地域課題が聞けて参考となりました。
このような意見交換会を市民に広めていただきたいで
す。
・とてもよい企画だと思います。テーマを絞った委員会
が特に魅力的でした。また開催してください。
・質問者、回答者の話が長い。簡潔に要点を絞った発言
を指導して欲しい。
・もう少し時間が欲しい。

主なご意見

議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た
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令和７年度の政務活動費の実績を公開
　議員の調査研究に必要な経費の一部として会派（諸派を含む）に政
務活動費が交付されます（令和７年度実績 約１，５８８万円）。
　市議会ホームページに過去５年間分の会派別収支状況一覧表、支出
明細書、領収書などを自主公開しています。
トップページにある右側バナー　　　　　　　をクリックしてご覧く
ださい。

議会報告会～アンケート結果のご紹介～
　議会報告会には75名の方に参加いただきました。ご参加いただき、本当にありがとうございました。当日
ご記載いただいたアンケートの主な結果やご意見をご紹介いたします。皆さんからのご意見は、次回以降の議
会報告会開催の参考とさせていただきます。ご協力ありがとうございました。

あなたの年齢は？問

今日の議会報告会はいかがでしたか？問

10 代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

満足

だいたい満足

どちらともいえない

少し不満

無回答

市報さが

さが市議会だより

地域団体

議員からの紹介

チラシ

回覧板

まちづくり協議会

議員の SNS

市議会ホームページ

市議会 Facebook

ポスター

この議会報告会を何によって知りましたか？
（複数回答可）問

※アンケート集計結果および意見の詳細は後日ホームページに掲載。
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・これからも機会があれば参加したい。
・いろんな地区の地域課題が聞けて参考となりました。
このような意見交換会を市民に広めていただきたいで
す。
・とてもよい企画だと思います。テーマを絞った委員会
が特に魅力的でした。また開催してください。
・質問者、回答者の話が長い。簡潔に要点を絞った発言
を指導して欲しい。
・もう少し時間が欲しい。

主なご意見
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　本格的な夏が到来し、夏空がまぶしい季節となりました。栄の
国まつりの５月開催のように、変化に柔軟であることは今の議会
にも大切です。当市議会では初の議場での議会報告会を開催しま
した。意見交換会には高校生から高齢者の方まで幅広い世代が参
加してくださり、未来への希望と豊かな知恵が交わる、とても有
意義な時間となりました。また、新たな一歩として公式 YouTube
チャンネルも開設いたしました。これからも時代に寄り添い、市
民の皆様の多様な声に耳を傾け、広く届く開かれた議会を目指し
てまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡山香織）

編集後記

9月定例会のお知らせ
9月1日（火）

午前１０時開会（予定）
会期日程等については、開会日に正式決定し、
ホームページでお知らせします。

佐賀大学教育学部 

納富 萌花さん
佐賀暮らし 7年目

三峯 奈々さん

どんな活動をされていま
すか？
　キャリアコンサルタント
として、対話や読書会を通
して、本音に気づき、自分
らしい一歩を踏み出す人を
増やす活動をしています。

佐賀市に望むこと
　夜、街灯が少なく暗い道
があり、不安に感じる場所
があります。省エネにも配
慮しながら、日が暮れたら
自動で点灯する街灯や、人
の動きを感知する照明な
ど、安全に歩ける環境づく
りが進むとうれしいです。

私からのメッセージ
　市の河川清掃は、地域で
環境を守る大切な取り組み
だと思います。一方で、高
齢化などで継続が難しい地
域もあるのではないでしょ
うか。若い人や企業、学校
なども参加しやすい仕組み
に見直し、次の世代につな
げてほしいと思います。

市民の皆さんにお伝えした
いこと
　仕事や暮らしの中にある
小さなモヤモヤは、自分ら
しさを取り戻すサインかも
しれません。変化を楽しみ
ながら、毎日をちょっと面
白くするきっかけを一緒に
見つけてみませんか。

佐賀市のここが好き
　食材が美味しいところ、
空が広いところ、そして坂
が少なく散歩しやすいとこ
ろが好きです。日々の暮ら
しの中で、季節の変化や自
然を感じやすいところも魅
力だと思います。

　小さい頃によく遊んだ梅
林です。梅林はとても人が
入れるような場所ではあり
ませんが、少し進むと開け
た場所があって、そこで近
所の親友たちとお花見をし
たのは、忘れられない思い
出です。
　今、そこには家が建ち、
抜け道もふさがれました。
新しい家が建つということ
は、佐賀に新たな人が訪れ
るという喜ばしいことでは
ありますが、私たちが遊ん
だ自然がなくなっていくこ
とは少し寂しいです。

佐賀の好きな場所

取材：令和８年6月　宮﨑委員長・南里委員・江口委員

初めて選挙に行った感想
　事前に新聞で公約などを
見て、家族と共に選挙に行
きました。間違えないか少
し緊張しましたが、投票し
たことによって、私も佐賀
市民の一人なんだなと改め
て実感しました。
　初めての選挙は受験時期
ということもあり、十分な
情報収集・分析をした上で
の投票ではなかったので、
次の選挙では、もう少し候
補者の掲げる政権公約等を
比較検討して選挙に行きた
いと思います。

　佐賀に多くの方が来てく
れるように、新しい建物を
建てることもいいけれど、
佐賀のそのままの自然を残
していくことも大切だと思
います。私は自然いっぱい
の佐賀が大好きです。

これからの佐賀市

　私は現在、佐賀大学の教育
学部に進学していて、将来は
佐賀で教員になろうと思って
います。佐賀の良いところを
たくさん子どもたちに伝え
て、佐賀のことを誇りに思え
るような子どもたちを増やし
ていきたいです。

将来の夢

のうどみ　もえ かみつみね な  な

議員の表彰

　市議会議員として、市政の発展に寄与した功績により全国
市議会議長会および佐賀市から表彰されました。

　25年表彰　平原　嘉德 議員
20年表彰　山口　弘展 議員
 野中　宣明 議員

左から平原議員、松永議長、山口議員、野中議員

「佐賀市議会公式チャンネル」
YouTube チャンネルを開設

20さが市議会だより第 95号（令和 8年 6月定例会）


